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 This article was intended to showcase an interdisciplinary approach—including psychology, 
psychiatry, cognitive neuroscience, neurobiology, molecular biology, and genetics. This approach 
might have the capability of facilitating a more mechanistic understanding of the neural basis 
of mental events and improving mental well-being, as well as diagnosis and treatment of mental 
disease. We suggest that future research will be key to performing multilevel integrative 
research in psychology. 
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1． 生物学的観点が有する心理学研究への応用
可能性（山本哲也）
　近年、精神的不適応状態に対して、分子生物学や
計算論的神経科学をはじめとした、多様な専門分野
からなる学際的な研究アプローチが注目を集めてい
る（e.g., Millan et al., 2012 ; Southwick & Charney, 
2012）。このような領域横断的な観点は、さまざまな
要因間の複雑な相互作用によって実現されるわれわ
れの心理メカニズムを理解する上で、きわめて有用
であると考えられる。
　そこで本稿では、心的事象の成立と密接に関連の
ある各研究領域をとりあげ（Figure 1）、心理学への
応用可能性について考察したい。
認知機能から心理学的アプローチを考える
　認知機能とは、環境や生体内部からの情報の入力、
処理、出力を司る心理機能全般を指す。このような
認知機能において、発達障害や、精神疾患を呈する
人々に特異的な問題が見られることが広く知られて
いる（e.g., Levin et al., 2007 ; Millan et al., 2012）。た
とえば、統合失調症患者における注意、記憶、遂行
機能などの低下や（Millan et al., 2012）、大うつ病エ
ピソード経験者における高次注意機能の残遺的な低
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下など（Yamamoto & Shimada, 2012）、これまで数
多くの知見が蓄積されてきた。このような認知機能
の観点は、臨床場面で表出されるクライエントの状
態像を理解し、不適応状態につながる生活場面の行
動随伴性を考察する上で、有用な情報を得る事がで
きると考えられる。また、近年では精神疾患の治療
の際において、精神症状のみならず、その症状の背
景にある認知機能自体への介入方法に注目が集まっ
ている（e.g., Medalia et al., 2002 ; 山本他, 2011）。こ
のような認知機能に焦点を当てた働きかけは、健康
な児童の認知発達を促すためにも有用である可能性
が指摘されているなど（e.g., Diamond & Lee, 2011）、
今後の研究の蓄積が期待される。そのため、認知機
能を考慮した観点は、心的事象の理解を促し、さら
に介入方略の幅を広げる上で、重要な理論的観点の
一つになると考えられる。
脳波から心理学的アプローチを考える
　これまで医学や生理学などの研究領域で主に扱わ
れてきた脳波（Electroencephalogram; EEG）は、心
的事象との関連について、すでに多くの研究知見が
蓄積されている。そのため、心理学領域への応用可
能性が十分に高いと考えられる。たとえば、潜在的
な認知構造の検討や（e.g., Herrmann et al., 2004 ; 
Yamamoto et al., 2013）、パフォーマンスおよび治療
反応の予測（e.g., Babiloni et al., 2008 ; Pizzagalli et 
al., 2001）、さらには認知行動パターンの制御など
（e.g., Gruzelier , 2009 ; Fuchs et al., 2003）、さまざま
な応用の方向性が期待される。EEGが有する方法論
的な長所（すなわち、時間分解能の高さや、神経活
動の定量化が可能な点など）を活かす事で、従来の
主観指標と行動指標のみではとらえる事が困難な心
的事象（cf., Ingram et al., 2011）の検討が可能とな
ると考えられる。
脳血流動態から心理学的アプローチを考える
　認知神経科学に基づくアプローチが心的現象の理
解に応用され、近年は心理学的概念の生物学的基盤
にも焦点が当てられるようになっている。たとえば、
抑うつ症状の脳病態を明らかにするために、機能的
磁気共鳴画像法（functional Magnetic Resonance 
Imaging : fMRI）をはじめとしたニューロイメージ
ングの手法が盛んに用いられてきた（e.g., Drevets 
et al., 2008 ; Sacher et al., 2011）。このような研究知
見に基づくことで、精神疾患の状態像に対する生物
学的な考察や（e.g., Disner et al., 2012）、脳病態に直
接的に焦点を当てた神経行動的介入方法の試作（e.g., 
Price et al., 2013）につながる可能性が報告されてい
る。そのため、今後もさまざまな心的事象に対する
応用可能性が期待される。
分子生物学的観点から心理学的アプローチを考える
　分子生物学は、生体現象を生体分子のレベルから
とらえるアプローチである。あらゆる生命現象の基
礎研究の中核となるこの研究領域の知見も、心理メ
カニズムの理解に際して、重要な観点を提起すると
考えられる。たとえば、生育環境の影響による脆弱
性の形成過程について、エピジェネティクスの観点
から考察が可能になることが挙げられる（Kubota, 
2013）。エピジェネティクスとは、DNAの変化を伴
わずに遺伝子の機能を変化させ、かつ伝達する仕組
みを指す。この観点を援用することによって、心的
事象の背景にある生物学的基盤に対して、環境要因
がどのように永続的な影響を及ぼすのか、といった
Figure 1．心的事象を成立させる諸要因と関連領域
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点について仮説を提起することが可能になる（Figure 
2）。本稿では、非常に多岐に及ぶ分子生物学のかぎ
られた側面の紹介のみにとどめるが、このようなア
プローチは、精神疾患のバイオマーカーの確立をは
じめ、心理学的側面と生物学的側面の統合的理解に
際して、ますます重要になっていくと考えられる。
心理学研究の今後の課題
　心を理解し、メンタルヘルスの増進に寄与する心
理学研究の重要性はますます高まっている（cf., 
Beddington et al., 2008）。国外の研究情勢を鑑みて
も、臨床症状や認知傾向といった心理指標にくわえ、
EEGやMRI を用いた生理指標、さらには遺伝情報
までも含めた多次元データを臨床サンプルから取得
し、それらを共有可能にする国際的なアプローチが
進められている（e.g., BRAINnet Foundation, 2013）。
わが国の心理学研究をさらに発展させ、有用なもの
としていくためには、このような領域横断的なアプ
ローチの推進と、学際的研究体制の確立が、きわめ
て重要であると考えられる。
2． 山本論文へのコメント：生物学的アプロー
チの発展は心理臨床を変えるか（佐藤寛）
　心理臨床に生物学的アプローチを取り入ようとす
る試みの歴史は古く、たとえばバイオフィードバッ
ク技法の起源は 1950 年代にまでさかのぼる
（Mandler et al., 1958）。しかしながら近年の生物学
的アプローチの技術は加速度的な発展を見せており、
魅力的な基礎的知見が次々に報告され続けている。
こうした新しい技術は私たちの心理臨床の実践をど
のように変えていくのだろうか。
　生物学的アプローチに基づく知見が心理臨床を変
えるとすれば、①アセスメント技法としての活用、
②新しい心理学的介入技法の開発、③既存の心理療
法の作用機序の解明、④心理学以外の他分野（特に
医学・生物学分野）との交流の促進、といった点で
の貢献が見込まれる。しかしながらいずれの点にお
いても、大きな期待がかけられるとともに乗り越え
るべき障壁も存在する。以下にその例をいくつか述
べる。
　生理指標や認知機能指標には被検査者が結果を意
図的に操作しにくいという特徴があり、これは質問
紙法などの技法にはない大きな利点となりうる。従
来の臨床心理アセスメントでは投影法などに頼らざ
るを得なかった領域であり、新たな選択肢として活
用が期待される。たとえば、特定の指標を測定して
うつ病群と非うつ病群との間に統計的な有意差が認
められれば、うつ病の識別に役立つアセスメントと
して期待は高まることだろう。
　しかしながら、群間の差異が統計的に示されるだ
けでは、実際のアセスメントとしての有用性は限定
的である。うつ病のアセスメントとしてよく用いら
れている質問紙であるCES-Dは、うつ病群と非うつ
病群で得点を比較するとほぼ一貫して有意差が認め
られる。ところが、カットオフスコアに基づく陽性
的中率は 17.7％に過ぎない（佐藤ら，2013）。すな
わち、検査の結果「うつ病の疑いあり」とされた対
象者のほとんどは実はうつ病ではなく、うつ病群と
非うつ病群の差は有意であったとしても非常にわず
かな違いでしかない。生物学的アプローチに基づく
アセスメント技法についても、統計的有意差の検出
にとどまらない測定精度の高さを確保することが求
められる点は同様である。
　生物学的アプローチが新しい心理学的介入技法の
開発に結びついた例としては、認知バイアス修正や
ニューロフィードバックなどが挙げられる。認知バ
イアス修正は不安障害やうつ病、ニューロフィード
バックはADHDを中心とした介入技法として有効
性が確認されている（Arns et al., 2009 ; Beard et al., 
2012）。
　一方で、認知バイアス修正（特に注意バイアス修
正）のメタアナリシスにおいて、注意バイアスには
大きな改善が認められるものの、本来の治療目標で
Figure 2．個体要因と環境要因による脆弱性の形成過程
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ある不安や抑うつの症状改善については必ずしも良
好な効果が示されていない（Beard et al., 2012）。反
対に、従来の技法である認知行動療法を受けた対象
者は、抑うつの症状改善は認められるものの、潜在
連合テストで測定されるバイアスに変化は認められ
ない（高岡ら，2013）。これは認知機能の指標と精神
疾患の症状の改善は必ずしも連動せず、両者への介
入がそれぞれ異なる意味を持つ可能性を示唆するデ
ータである。生物学的アプローチによる新しい心理
学的介入技法は既存の技法を補完するものなのか、
それとも代わりとなるものなのかという点は、慎重
に結論を求める必要がある。
　生物学的アプローチが心理臨床における治療選択
に貢献する可能性も指摘できる。Lonsdorf et al. 
（2010） はパニック障害患者に対する認知行動療法の
効果研究において、バリン型の遺伝子型を持つ人は
メチオニン型の遺伝子型を持つ人に比べて認知行動
療法の効果が高いことを示している。特定の心理療
法の効果を予測する指標が明らかになれば、治療前
の段階において最も有効性が期待できる治療法を選
択できる可能性がある。
　ここまで述べてきたように、生物学的アプローチ
は私たちの心理臨床を大きく変えるポテンシャルを
秘めている。「新しい技術によってできることは何な
のか」を明らかにすることは、逆に見れば「従来の
技術でなければできないことは何なのか」を浮き彫
りにすることでもある。生物学的アプローチがもた
らす新しい技術の発展が多くの障壁を乗り越え、従
来のアプローチと有機的に交わり合うことを通じて、
心理臨床の現場をより豊かなものにすることを強く
願っている。
3． 山本論文へのコメント：実感を考える（串
崎真志）
　臨床心理学者にとって、基礎研究と臨床実践をど
うつなぐかは魅力的な話題である。筆者（串崎）の
臨床オリエンテーションはユング心理学に始まり、
人間性心理学、トランスパーソナル心理学ときて、
最近は基礎研究に回帰している。その理由はなによ
り、認知神経科学をはじめとする基礎研究のめざま
しい進歩にある。
　以下、講演後の山本哲也氏との私信をもとに、断
片的であるが、考えたことを述べてみたい。筆者は
心理療法の重要な鍵として、「実感」に注目してい
る。たとえば抑うつ的なクライエントが、「人生悲喜
こもごも」であることを実感できれば、心理療法の
終結は近いだろう。逆に言えば、理屈でわかってい
ても、実感として納得できず苦しんでいるのが、ク
ライエントといえる。
　心理療法にはさまざまなアプローチがあるが、そ
の多くは実感に働きかける。イメージワークやボデ
ィワークがそうだし、認知療法や行動療法において
も、それを実感レベルで体験するから奏功するのだ
ろう。あるいは本稿でも言及されている認知機能に
介入するアプローチ（たとえばPrice et al., 2013）は、
実感をより直接的に生じさせるかもしれない。
　ただし、実感にはさまざまな側面がある。
　・アハ体験のような「深い気づき」
　・「腑に落ちる」といった心理的な体験
　・強い信念あるいはスキーマ
　・ 身体感覚や私的事象を（評価せずに）「ただ観察
する」
　また、「人生という視点で考える」ことは、実感を
うながす要因のひとつかもしれない。実感したあと
には、行動レパートリーが増えるという変化も予測
される。そして、実感を基礎研究に載せるためには、
その神経基盤を考える必要がある。たとえば、self-
referential task（Yoshimura et al., 2013）や自己像
研 究（Aspell et al., 2013 ; Blanke, 2012 ; Blanke & 
Metzinger, 2009）などが関連するだろう。実感研究
から少し離れるが、意識とくに瞑想の脳は、今もっ
と も 注 目 さ れ て い る（Brewer et al., 2013 ; 
Dickenson, 2013 ; Josipovic, 2013 ; Loizzo, 2013 ; 
Paulson et al., 2013 ; Rees, 2013 ; Tomasino et al., 
2013 ; Vago, 2013）。
　心理療法のプロセスという同じ現象であっても、
立場によって説明する用語は異なる。それが学派間
での対話を困難にしていた。今後は基礎研究の知見
を共通言語として、心理的問題の理解を深め、アプ
ローチを効果的なものにしていくことに期待したい。
（執筆にあたり、山本哲也氏から多大な示唆を得た。
記して感謝します）
注
本稿は、2013 年 12 月 7 日に行われた大学院「プロ
ジェクト研究」講演会「心理学に活かす生物学的ア
プローチの基礎と応用」（関西大学大学院心理学研究
科主催、山本哲也講演、佐藤寛指定討論、串崎真志
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司会）をもとに再構成した。昨年度に引き続き、関
係者各位にお礼を申し上げます。
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